
数学科学習指導案

日 時 平成２１年１１月１１日 ５校時

指導学級 仙台市立南光台中学校 ２年１組

指導者 教諭 伊丹 幸治（学習相談室１）

教諭 伊藤 昭子（２年１組 教室）

１ 単元名 「４章 平行と合同」

２ 単元の目標

観察，操作や実験を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線の性質や三角形の合同条

件をもとにして，それらを確かめることができる。

・ 平行線や角の性質にもとづいて図形の性質を調べることができる。

・ 多角形の角についての性質を見いだすことができる。

・ 証明の意義と方法を理解できる。

・ 図形の合同の意味を理解し，三角形の合同条件を見いだし，それを活用することができる。

３ 単元設定の理由

（１）教材観

小学校では，具体的なものの取り扱いを通して，図形について基礎的なことを理解し，平行や垂

直などの意味，基本的な平面図形や立体図形について学んできている。中学校の第１学年では，観

察，操作や実験を通して，図形についての直感的な見方や考え方を深めることが中心であった。

第２学年の本単元では，図形の基本的な性質について，平行線の性質や三角形の合同条件などを

基にして確認することにより，既習の図形の性質や新たな図形の性質についての理解を深める。ま

た，それらの性質を証明する過程において，図形についての数学的な推論に関する能力を伸ばし，

見通しを持って論理的に考察することができるようにすることを目指す。

このように筋道を立てて考える中で，課題を多様な角度から分析したり，推論のもとになる基本

性質を使って自分の考えの根拠を明らかにしたりすることを通して，豊かな数学的な見方や考え方

を養うことができ，多様な角度から考えることの面白さを味わうことができる教材であると考える。

（２）生徒観

全体的に大変落ち着いたクラスである。与えられた課題については，大半の生徒が自分の力で考

え，意欲的に取り組むことができる。しかし，発言を積極的にする生徒は限られている。自分の考

えを持っていても，それを表現する生徒は少ない。しかし，３～４人のグループ学習においては，

意欲的に取り組む生徒が多く，他者の考えを聞いて自分の考えと比較する姿勢がある。回数を重ね

るごとに自分の意見を表現することができるようになってきている。

また，一つの課題に対して多様な考えをしようとする生徒が半数以上いるので，さらにそのよう

な姿勢を伸ばし，様々な考えを引き出すためにも，教師側の課題設定や発問内容を工夫する必要が

あるといえる。

数学の学習に関する意識調査は以下の通りである。



（３）研究主題とのかかわり

本校研究テーマは，

「確かな学力を定着させる学習指導の在り方」

～自分の考えをもち，交流し学び合う生徒の育成～ である。

本校の研究テーマを受けて，数学科としては，確かな学力を次のように捉えた。

① 既習事項を正しく理解し，それが活用できる力

② 筋道を立てて考える力

③ 自分の考えを表現できる力

以上のような力を，定着・育成させるために以下のような取組を行っている。

① 導入やまとめの段階で，既習事項を口頭で言わせたり，小テストを行ったりするなど，正

しく理解されているかを確認する場面を設定する。また，解いた過程の中でどのような既習

事項を活用したかを確認する場面を設定する。

② 解き方の過程を口頭で言わせたり，自分の考えをかかせたりする場面を設定する。

③ ペアやグループで互いに自分の考えを説明する場面を設定する。

このような取組を通して，本校の研究テーマに沿った実践を重ねていきたい。

（４）指導観

本単元の指導にあたっては，推論の根拠となる基本的な図形の概念や性質を確実に理解させた

い。そこで，授業の導入段階においては，基本となる図形の性質をくり返し確認する。その際，言

葉だけではなく，図形の性質を視覚的にもとらえられるようなカードを同時に提示する。

また，理解したことを土台として，それらを活用して考えたり判断したりしようとする態度を育

成していきたい。さらに，そのような活動を繰り返すことにより，数学的な推論の理解と論理的に

表現する能力を伸ばしていきたと考えている。そこで，角度を求める問題においては，答えを求め

る際に活用した図形の性質を口頭で言わせたり，プリントに記入したりさせる。証明問題において

は，形式的なかき方の指導の前段階として，どのように考えるかを口頭で言えるように指導する。

さらに，考えの幅を広げるためにも，多様な考えができるような問題を提示していきたい。また，

そのような経験を通して，考えることの楽しさも味わわせたいと考えている。

① 課題をまずは自分一人で考えようとしている。

② 自分の考えを進んで発表しようとしているか

③ 友達の考えを聞いて自分の考えと比較

しようとしている。

④ 課題をいろいろな方法で考えようとしている。

⑤ グループ学習に進んで参加しようとしている。
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４ 指導計画（本時 ７／１５時間）

節 項 時数 学習内容

扉 １ ○多角形の内角の和を，三角形の内角の和が 180°であることをもと

に，多角形を三角形に分けて求めること

１ 多角形の内角と外角 ２ ○多角形の内角の和の求め方

○多角形の表し方

○多角形の外角と内角の意味

○多角形の内角の和の性質

○多角形の内角の大きさを求めること

○多角形の外角の和の性質

○多角形の外角の大きさを求めること

１

平
行
線
と
角

⑦

２ 平行線と角 ４

（本時）

○対頂角の意味とその性質

○対頂角の性質を用いて角の大きさを求めること

○同位角と錯角の意味

○平行線の性質と平行線になるための条件

○平行線の性質と平行線になるための条件を利用して角の大きさを

求めること

○三角形の内角の和が 180゜であることの証明

○証明の意味

○三角形の内角と外角の関係

○三角形の内角と外角の関係を用いて三角形の内角や外角の大きさ

を求めること

１ 合同な図形 １ ○図形の合同の意味

○合同な図形の対応する線分と対応する角

○合同な図形の性質

○合同な図形を記号を使って表すこと

２ 三角形の合同条件 ３ ○三角形が 1通りに決まる条件

○三角形の合同条件

○三角形の合同を合同条件から判断すること

○図形の性質の証明に三角形の合同条件を用いること

３ 証明のすすめ方 ２ ○仮定と結論の意味

○あることがらの仮定と結論を指摘すること

○根拠となることがらを明らかにして図形の性質を証明すること

○根拠となることがらのまとめ

２

合
同
な
図
形

⑦

基本の問題 １

章の問題 １



５ 本時の学習指導

（１）題材名 「角の和を求めてみよう」

（２）本時の目標

既習事項を生かし，課題をいろいろな方法で考え，考えたことを分かりやすく説明することがで

きる。

（３）本時の提案

まず，課題解決の際にどのような既習事項を活用しているのかを確認させることがねらいである。

また，多様な考えができる課題であるため，一つの考えにとどまらず，様々な角度から考えさせた

い。さらに，自分の考えを説明する場面を設定することにより，理解を確実なものにすると共に，

相手の説明を聞きとる力も養っていきたい。

（４）本時の展開

別紙参照

（５）本時の評価

評価の視点（判断基準）
評価の観点

十分満足できる〔Ａ〕 おおむね満足できる〔Ｂ〕

支援を要する生徒への

手だて

数学的な

見方や考え方

既習事項を基にして，い

ろいろな方法で考えるこ

とができる。

既習事項を基にして考

えることができる。

利用する図形の基本

性質を具体的に示す。

数学的な

表現・処理

自分の考えを分かりや

すく説明することができ

る。

自分の考えを説明する

ことができる。

他の人の考えを聞い

て，聞いたことを自分

の言葉で表現させる。



本時の展開

段階 主な学習活動と予想される生徒の反応 指導と支援の手だて 評価

導
入

１ 課題を把握する。

（１）黒板の図を見て，各自角度を考

える。

（２）解答を確認する。

・課題の図を黒板に貼る。

・次の課題の類似問題を扱うことで

生徒の興味を引き出す。

・指名し，解答をいわせる。

展
開
１

２ 課題を把握する。

（１）自力解決する。

・図形の性質を利用し角度を求める。

※「予想される生徒の反応」は別紙

（２）解答を確認する。

・全体の中で最も多い考えを意図的

に指名する。

・課題１の図を黒板に貼る。

・課題１のプリントを配布する。

・支援を要する生徒には，補助線を

引くことを助言する。

・補助線を引き，新たな記号を必要

とする生徒には，自分なりの記号

を使ってもよいことを必要に応

じて助言する。

・早く終わった生徒には，複数の方

法で考えるよう指示する。

・生徒を意図的に指名し，黒板の前

で説明させる。その際，活用した

図形の性質も言わせる。

既習事項を基に

して考えること

ができる。

【数学的な考え方】

（プリント）

＜課題１＞

下の図で，{x の大きさを求めてみよう。

そのときに使った図形の性質もかいて

みよう。

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｄ



 

x

下の図で{x の大きさを求めてみよう。











展
開
１

（３）さらに他の方法を考える。

※「予想される生徒の反応」は別紙

（４）グループで交流する。

・３～４人のグループになり，自分

の解答を説明しあう。

・司会の指示に従い，説明する。

・全員が説明し終えたら，何通りの

解法があるかを確認する。

・考えが未完成のものを全員で知恵

を出し合って考えたり，新たな方

法がないかを考えたりする。

（５）全体発表を聞く。

・支援を要する生徒には，補助線の

ヒントを与える。

・机間指導の際に，座席表を活用し，

進度をチェックする。

・自分と違う考えがあった場合は，

解法をプリントに記入すること，

全員の説明が終わったら，グルー

プ内で何通りの解法があるかを

確認することを全体に指示する。

・座席表を活用し，進度をチェック

し，意図的指名に役立てる。

・意図的に指名し，数名の生徒に解

法を説明させる。

自分の考えを説

明することがで

きる。

【数学的な表現・処理】

（発言，プリント）

展
開
２

３ 練習問題に取り組む。

（１）自力解決する。

（２）解答を確認する。

・課題１の解法の中で自分が解き易

い方法を選択するよう全体に指

示する。

・早く終わった生徒には，ミニティ

ーチャーとしてグループ内を支

援させる。

・生徒を指名し，解答を行う。その

際どのような方法で解いたかも

説明させる。

既習事項を基に

して考えること

ができる。

【数学的な考え方】

（プリント）

終

結

４ 感想を記入し，本時の授業を振り

返る。

・感想を記入させ，数名の感想を紹

介する。

・次時の予告を伝える。

＜練習問題＞ 下の図で，{x の大きさを求めなさい。

① ② ③

 






※ 予想される生徒の反応
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４章 平行と合同

【角の和を求めてみよう】

＜課題１＞ 下の図で，{x の大きさを求めてみよう。そのときに使った図形の性質もかいてみよう。

①【解法１】（自分の考え）

②【解法２】（ の考え）

③【解法３】（ の考え）

④【解法４】（ の考え）

組 番 氏名
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⑤【解法５】（ の考え）

⑥【解法６】（ 考え）

⑦【解法７】（ 考え）

⑧【解法８】（ 考え）
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＜図形の性質＞



＜練習問題＞ 下の図で，{x の大きさを求めなさい。

① ②

③

① ② ③

＜感 想＞

組 番 氏名

 





